
 
             
  

誰だって、海や空はきれいな方がいい 

 
皆さまにご協力いただき、『岩手日報』（１月２７日朝刊：全５段２色

刷）に意見広告を出すことができました（チラシ内面参照）。さらに、こ

れに続いて、２月下旬～３月初めに、第２弾『朝日新聞』（青森・岩手・

宮城版：全１段フルカラー）を計画中です。その後、第３弾として、青

森あるいは首都圏での掲載を考えています。ぜひ、ご協力下さい！！ 
 
 
      郵便振替口座番号：０２２００－０－１０５７６８ 
      加 入 者 名：子どもと海と空の会 
 

一口千円 何口でも可 第２次締め切り：２００８年３月末 
※ ご寄付いただいた方の名前を公表することはありません。 

※ 新聞広告掲載後、コピーと会計報告をお送りいたします。 

 

◎「黄色いリボン」＆「ステッカー」運動も展開中！ 
 「放射能を海や空に捨てないで！」そんな願

いを込めて、車のアンテナに黄色いリボン（何

でも可）をつける運動を展開中。 
右のようなステッカー（Ａ、Ｂ、Ｃ各 300

円、セットで 800 円）もあります。 
 
 
 
 

 
 

 
A   

 青森県六ヶ所村にある核燃料再処理工場は、すでに

試験運転中です。この化学工場が本格稼働（２００８

年春予定）されると、原子力発電所一基が出す放射能 

１年分をたった１日で出し、長期に 

わたる海洋汚染をもたらします。 

B  
子どもと海と空の会 （代表：澄川嘉彦） 
『事務局』  
 〒025-0302 花巻市糠塚 3-121 望月達也 
 TEL＆FAX：0198-27-4025 
 E-mail：kodomo_umi_sora@yahoo.co.jp 

C  

※ステッカーは,下記からも 
ダウンロードできます。 

Uht //ptp： eaceland.jp 



 
 
 

◎放射能に汚染されたゴミを増やす 

 核燃料再処理工場では、プルトニウムを取り出

すために、使用済みの核燃料棒を細かく切り刻み、

硝酸で溶かします。そのため、燃料棒の中に閉じ

込められていた放射能を開放することになります。

また、1 年間で取り扱う放射能量は、一般的な原

発の 30 基分にもなります。このように膨大な放射性

物質を扱い、放射能に汚染されたゴミを大量に増

やします。そして、最終的には工場自体も巨大な

放射性廃棄物になります。 

 

◎膨大な放射能を海や空へたれ流す  

 再処理工場から海へ放出する放射能は、年に

約 4 万 7700 人分の経口急性致死量です。これほ

どの放出が許されるのは、他の原子力施設にかけ

られている放出口での濃度制限が適用されないか

らです。そして、全量放出されるクリプトンやトリチウ

ムの除去装置は、主として経済的な理由からつけ

られていません。 

 このようにして海に放出された大量の放射能は、

津軽暖流にのり、親潮前線にはばまれて三陸沿岸

を南下します。また、大気に放出される放射能は、

地球規模で汚染を広げ、それによって計算上は、 

 

毎年約 740 人、40 年の操業で約 3 万人が、ガン

死すると言われています。 

 

◎プルトニウムの使い道は？？？ 

再処理工場では、これほどの環境汚染をおこし

ながらプルトニウムを取り出します。しかし、そのプ

ルトニウムとウランを混合させて原発で使う計画（プ

ルサーマル計画）は、なかなか進まずにいます。し

かも、すでに日本には約 45 トン（長崎型原子爆弾

4000 発分）のプルトニウムがあります。 

世界では、このような再処理をしないで、使用済

み核燃料を直接処分するのが主流です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『岩手日報』（２００８年１月２７日朝刊）  

海や空は世界中とつながってい

ます。そして、人間だけでなく、さ

まざまな生きものがいます。 

 再処理工場が本格稼働すると、日

本だけなく、責任のない他の国の人

たちや動植物にも被害をおよぼしま

す。また、後の時代にも負の遺産を

のこすことになります。 

 このような再処理工場をこのまま

本格稼働させていいのでしょうか？
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